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ご挨拶

新たなステージへ向けた成長戦略の展開を
　株主の皆様方におかれましては、平素より格別のご支援、
ご協力を賜わり厚く御礼申し上げます。
　当建設業界は、公共インフラ老朽化対策、震災復興関連事業、
東京オリンピック・パラリンピック関連事業に加え、社会イ
ンフラや集合住宅等の老朽化に伴う維持更新需要が中長期で
高まる見通しであり、建設投資は底堅く推移するものと思わ
れます。
　このような経営環境のもと、当社グループは2025年度を最
終年度とする中期経営計画「VISION2016」の4年目を迎え
ました。目標達成に向けて、高速道路の大規模更新事業を始
めとする維持更新市場へ本格参入し、次期主力製品となる独
自技術の開発を推進するとともに、担い手不足に対応する現
場施工のプレキャスト化の深耕、機械化・情報化の推進によ
る生産性向上に取り組んでおります。
　また、ミャンマー連邦共和国を中心とした海外市場への挑戦、
連結子会社である株式会社シーピーケイのマクラギ事業の営
業展開拡大など、安定した収益基盤の構築に努め、長期的な
市場環境のニーズを捉えたPC技術の応用展開を図り、

「VISION2016」で示す「成長戦略の展開」を確実に所期の
目的が達成されるまでスピード感をもって進めてまいります。
　株主の皆様方におかれましては、今後とも変わらぬご支援
とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

堤  忠彦
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VISION2016
● ‌�長期的な市場環境の変化をとらえ、PC技術の特性を核とした技術開発と事業の多様化で持続的

な成長を実現する。
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42％
76
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31
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32

2016年度 2017年度 2018年度 2025年度
（計画）

■計画　■実績（億円）

● 動き出した高速道路大規模更新の施工状況

重点施策

東
ひがしのさこいけ

ノ迫池橋床版取替工事

高瀬橋PC床版取替工事
（床版製作）

サクセム床版玉出入路工事
（床版製作）

栁樽PC床版工事
（床版製作）

九
く ず り ゅ う が わ

頭竜川橋床版取替工事

本
ほんむらがわ

村川橋床版取替工事
常
つねくに

国橋床版取替工事

施工中

施工中

完了

施工中

維持更新事業への
本格参入

◇�土木の維持更新売上比率を 
2025年までに42％に拡大

※対土木売上比率
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財務ハイライト

687

2.8 3.2 3.4

753

4

317

887

（予想）
980

12,027

23,151

9,286 9,568

32,830 （予想）
29,620

12,886

27,361

12,551 13,685

27,863
（予想）
29,120

第66期
（2018年3月期）

第67期
（2019年3月期）

第68期
（2020年3月期）

第66期
（2018年3月期）

第67期
（2019年3月期）

第68期
（2020年3月期）

第66期
（2018年3月期）

第67期
（2019年3月期）

第68期
（2020年3月期）

第66期
（2018年3月期）

第67期
（2019年3月期）

第68期
（2020年3月期）

第66期
（2018年3月期）

第67期
（2019年3月期）

第68期
（2020年3月期）

第66期
（2018年3月期）

第67期
（2019年3月期）

第68期
（2020年3月期）

21,418 21,911
（第2四半期）
21,764

7,390

34.5 35.4
（第2四半期）

35.8

7,766 7,801

■第2四半期　■通期

763

10.8
7.8

（予想）
630

-39

213594 7.9

■第2四半期　■通期　　　通期経常利益率（％）

■第2四半期　■通期　　　通期ROE（％） ■純資産　　　自己資本比率（％）

■第2四半期　■通期

574

9,568百万円

213百万円

13,685百万円

21,764百万円

317百万円

7,801百万円

受注高 経常利益・経常利益率

総資産

売上高

親会社株主に帰属する当期純利益・自己資本利益率（ROE) 純資産・自己資本比率

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円） （百万円）

（百万円）

当中間期の概況
　当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、受注高は9,568百万円(前年同四半期比3.0％増)、売上
高は13,685百万円(前年同四半期比9.0％増)となりました。損益につきましては、売上高の増加と工事採算性の
改善により、営業利益は327百万円、経常利益は317百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は213百万円
となりました。
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決算情報

連結損益計算書の概要

科　目
当第2四半期（累計）

2019年4月  1日から（2019年9月30日まで）
前第2四半期（累計）

2018年4月  1日から（2018年9月30日まで） 増減率（％）

売上高 13,685 12,551 9.0
　売上原価 11,977 11,136 7.6
売上総利益 1,707 1,414 20.8
　販売費及び一般管理費 1,380 1,388 △0.6
営業利益 327 25 －
経常利益 317 4 －
親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 213 △39 －

（単位：百万円）

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

前期末
（2019年3月31日現在）

当第2四半期末
（2019年9月30日現在）

前期末
（2019年3月31日現在）

当第2四半期末
（2019年9月30日現在）

資産合計
21,911

資産合計
21,764

流動
資産
14,702

現金預金
1,950

固定
資産
7,209

有形
固定資産
6,271

流動
資産
14,537

現金預金
1,416

固定
資産
7,226

有形
固定資産
6,363

負債・
純資産
合計
21,911

負債・
純資産
合計
21,764

純資産
7,766

資本金
2,379

資本剰余金
1,748

純資産
7,801

資本金
2,379
資本剰余金
1,748

負債
14,145

流動負債
11,978
固定負債
2,166

負債
13,962

流動負債
12,117
固定負債
1,844

連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）

現
金
及
び
現
金
同
等
物
の

期
首
残
高

営
業
活
動
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

投
資
活
動
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

財
務
活
動
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

現
金
及
び
現
金
同
等
物
の

四
半
期
末
残
高

1,950
1,416

△486

△444

396
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セグメント情報

73.1％売上高 10,009百万円 3.6％増

受注高 6,622百万円 3.2％減

セグメント利益
（売上総利益） 1,240百万円 19.1％増

前年同四半期比

前年同四半期比

前年同四半期比

土木事業
売上構成比

　安威川ダムは、1967年の北摂豪雨災害を契機にダム構想が立案された淀川水系
安威川の大阪府茨木市に建設する治水ダムです。水没地に位置する道路の付け替え、
家屋の移転等が完了し、現在はダム本体工事（ダム試験湛水2022年3月予定）及び
ダム湖左岸道路を建設中で、左岸道路には橋梁が12橋あります。この内1橋の上部
工事である本工事は、PC2径間連続ラーメン箱桁橋を片持架設工法で施工しており、
完成予定は2020年10月です。

土木事業の紹介　  安
あ

威
い

川
がわ

ダム 左岸道路橋梁上部工事（７号橋）（大阪府）

第67期（2018年9月期） 第68期（2019年9月期）

第67期（2018年9月期） 第68期（2019年9月期）

第67期（2018年9月期） 第68期（2019年9月期）

売上高

受注高

セグメント利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

6,840 6,622

1,041
1,240

9,660 10,009
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25.8％売上高 3,524百万円 27.3％増

受注高 2,670百万円 21.2％増

セグメント利益
（売上総利益） 389百万円 28.5％増

前年同四半期比

前年同四半期比

前年同四半期比

建築事業
売上構成比

建築事業の紹介　  品質と経済性に優れた建築製品を生み出す

　主要都市部の都市再生再開発事業の超高層マンションに採用されている当社開発
のプレストレストコンクリート床版（FR板）は堅調に顧客を確保し、施工実績を増
やしています。
　また、施工の省力化及び工期短縮を図れ、耐久性・耐震性に優れたプレキャスト
PC（PcaPC）事業は、研究施設やPca壁式住宅、店舗・倉庫等で着実に施工実績を
増やしており、労働力不足による建設現場の生産性向上を背景に、今後も受注拡大
を目指してまいります。

タワーマンション HAKUVillas計画（北海道倶知安町）

第67期（2018年9月期） 第68期（2019年9月期）

第67期（2018年9月期） 第68期（2019年9月期）

第67期（2018年9月期） 第68期（2019年9月期）

売上高

受注高

セグメント利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

2,202
2,670

303
389

2,768
3,524
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トピックス

IR活動

合成スラブ工法「DM板」開発
　当社は、建物の1階床スラブの施工性を大幅に改
善できる合成スラブ工法として、新たに「DM板」
を開発しました。
　通常、建物の1階スラブ下のピットは、内法高さ
が1.5m程度しかないため作業環境が悪く、将来的
な労務不足も懸念されていましたが、新たに開発し
た「DM板」は、工場で製造するハーフプレキャス
ト床板に予め断熱材を打ち込むことにより、現場工
事における断熱材のセットや、型枠・サポートの設
置から撤去及び搬出作業をなくして作業環境を改善
するだけでなく、工期短縮も図れる工法です。
　今後、共同住宅や病院、倉庫などの1階床をター
ゲットに営業展開を行います。

機関投資家向け現場見学会の様子

個人投資家向け説明会の様子

機関投資家向け現場・工場見学会
　2019年7月に機関投資家を対象とした見学
会を、いわき工場と小名浜5号橋（福島県いわ
き市）で開催し、当社代表取締役社長の堤忠
彦が説明を行いました。

個人投資家向け説明会

●福証IRフェア（福岡）2019年 8 月29日
●九州IRフェア※（大阪）2019年11月23日
●九州IRフェア※（東京）2019年11月24日

※日興アイ・アール（株）主催

「DM板」架設イメージ
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株主優待制度の変更に関するご案内

中長期保有の促進を目的とした株主優待制度

保有株式数と保有年数に応じた基準でオリジナルQUOカードを進呈させていただきます。

　株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式への投資魅力を高め、より多くの株主様に中長期的
に保有していただくことを目的として株主優待制度の内容を変更いたしました。

株主優待の内容

変　更　前

保有株式数 内　容

100株以上 オリジナルQUOカード　500円分

変　更　後

保有株式数 保有年数 内　容

100株以上
1年未満 オリジナルQUOカード　500円分

1年以上 オリジナルQUOカード　1,000円分

1,000株以上
1年未満 オリジナルQUOカード　1,500円分

1年以上 オリジナルQUOカード　3,000円分

対象株主 毎年9月30日現在の株主名簿に記録された当社株式1単元（100株）以上を
保有されている株主様

進呈の時期 毎年12月に株主通信（FPS REPORT）と併せて発送いたします。
※保有年数の考え方：‌�3月末日及び9月末日の株主名簿に連続して記録される同一の株主番号の回数を基準といたします。�  

1年以上 … 連続3回以上の記録、1年未満 … 2回以下の記録
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第65期
（2017年3月期）

8.0
9.0

第66期
（2018年3月期）

10.0
（注）

第67期
（2019年3月期）

9.0

第68期（予想）
（2020年3月期）

配当金の推移 （単位：円）

株式概要 （2019年9月30日現在）

株式の状況

大株主

所有者別株式分布の状況

発行可能株式総数� 53,000,000株
発行済株式の総数� 18,602,244株
株主数� 6,967名

株　　主　　名 持  株  数 持株比率

太 平 洋 セ メ ン ト 株 式 会 社 3,221千株 18.04％

住 友 電 気 工 業 株 式 会 社 2,383千株 13.35％

日 本 マ ス タ ー ト ラ スト 信 託 銀 行 株 式 会 社
（ 退 職 給 付 信 託 口・ 九 州 電 力 株 式 会 社 口 ） 2,309千株 12.94％

西 日 本 鉄 道 株 式 会 社 773千株 4.33％

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託神鋼鋼線工業
口再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 722千株 4.04％

日 鉄 S G ワ イ ヤ 株 式 会 社 423千株 2.36％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 321千株 1.80％

株 式 会 社 渡 辺 藤 吉 本 店 267千株 1.49％

株 式 会 社 福 岡 銀 行 260千株 1.45％

株 式 会 社 西 日 本 シ テ ィ 銀 行 251千株 1.40％

（注）１．‌�当社は、自己株式を753千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．‌�持株比率は自己株式を控除して計算しております。自己株式には、役員向け株式交付信託による保有株

式125千株は含んでおりません。

■個人・その他 20.28％
■金融機関 25.97％
■その他国内法人 49.38％
■外国人 0.24％
■証券会社 0.08％
■自己名義株式 4.05％

個人・その他

金融機関その他国内法人

当社IRサイトをご活用ください。
当社ホームページでは、プレスリリースや決算情報等を掲載しておりますので、
ぜひご活用ください。

https://www.fujips.co.jp/ 富士ピー・エス

（注）東証一部指定記念配当1円を含んでおります。
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会社概要 （2019年9月30日現在）

会社の概況

役員

主要事業所

商 号
　

株式会社　富士ピー・エス
（英訳名　FUJI P.S CORPORATION）

設 　 立 1954年3月19日
資 本 金 23億7,927万円
従 業 員 数 426名
事 業 内 容 特定建設業（土木工事、建築工事）

プレストレスト・コンクリート技術を用いた土木・
建築事業の請負、企画、設計、施工監理並びに
ＰＣ製品の設計、製造、販売
1. 土木事業

橋梁（道路・鉄道橋）工事、ＰＣタンク工事、耐震補強
工事、メンテナンス工事など

2. 建築事業
ＦＣ・ＦＲ板の製作・敷設指導、耐震補強工事、PCaPC
建築工事、ＰＣリング及びＰＣ緊張工事

3. その他事業
ＰＣ軌道マクラギ、ＰＣ矢板、ＰＣ梁・柱などの製造、販売

本 店 福岡市中央区薬院一丁目13番8号　九電不動産ビル
〒810－0022　　TEL092（721）3471㈹

支 店 東北支店、関東支店、名古屋支店、
関西支店、広島支店、九州支店

工 場 東北工場、いわき工場、関東工場、
三重工場、滋賀工場、九州小竹工場

営 業 所 全国18カ所
連結子会社 株式会社　シーピーケイ

（ＰＣマクラギの製造、販売）
本　　社：大阪市淀川区西中島七丁目16番76号
滋賀工場：滋賀県東近江市五個荘和田町123番地

代 表 取 締 役 会 長 菅　野　昇　孝
代 表 取 締 役 社 長 堤　　　忠　彦
取締役執行役員副社長 藤　本　良　雄
取締役執行役員副社長 田　中　恭　哉
取締役常務執行役員 江里口　俊　郎
取締役常務執行役員 梅　林　洋　彦

取 締 役 佐々木　有　三
取 締 役 庄　崎　秀　昭
取 締 役 中　村　藤　雄
取 締 役 新　関　輝　夫
常 勤 監 査 役 船　越　光　晴
常 勤 監 査 役 田　嶋　典　明
監 査 役 善　福　　　勉

常 務 執 行 役 員 内　野　 　宏
上 席 執 行 役 員 深　谷　浩　史
上 席 執 行 役 員 油　田　康　生
上 席 執 行 役 員 西　山　吉　秀
上 席 執 行 役 員 泉　　　隆　士
執 行 役 員 上　田　　　修
執 行 役 員 小　宮　久　文
執 行 役 員 古　賀　順　一
執 行 役 員 田　中　政　章

（注）１. 取締役 佐々木有三、庄崎秀昭、中村藤雄、新関輝夫の4氏は、社外取締役であります。
２. 監査役 田嶋典明、善福勉の両氏は、社外監査役であります。
３. ‌�当社は、取締役 新関輝夫氏を東京証券取引所、福岡証券取引所の定めに基づく独立役員と

して指定し、両取引所に届け出ております。
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表紙・写真 惣
そ う

則
の り

橋（岐阜県高山市）

惣則橋は、スキーシーズンにおける慢性的な渋滞
の解消や交通障害の抑制を目的に４車線化が進
められ、2018年度に開通いたしました。橋面の
標高は約900ｍで、観光地として有名な白川郷よ
りも高い標高に位置している豪雪地帯です。

株式会社富士ピー・エス

人にあたたかい空間づくりをめざして

URL https://www.fujips.co.jp/

株式のご案内

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月開催
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日

期 末 配 当　毎年3月31日
中 間 配 当　毎年9月30日
そのほか必要あるときは、あらかじめ公告して定めた日

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所
証券会員制法人福岡証券取引所

公 告 方 法 当社のホームページに掲載（電子公告）し、止むを得ない事由
が生じた場合は日本経済新聞にて公告する。

（https://www.fujips.co.jp/kohkoku/index.html）
株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵 便 物 送 付 先） 〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電 話 照 会 先） 0120－782－031
（インターネットホームページURL）

https://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

（ご注意とお願い）
1株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取・買増請

求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開
設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人

（三井住友信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
2特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三

井住友信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座
の口座管理機関（三井住友信託銀行）にお問い合わせください。なお、
三井住友信託銀行全国各支店においてもお取次ぎいたします。

3①単元未満株式（100株未満）及び②特別口座（三井住友信託銀行）

で管理されている株式は市場で売却することができません。株主様の
利便性を図るため次の事項をお勧めいたします。

①単元未満株式につきましては、買取・買増制度をご利用ください。
②特別口座（三井住友信託銀行）で管理されている株式につきましては、

証券会社等で管理される口座管理機関への変更をお勧めいたします。
4単元未満株式の買取・買増につきましては、当社は手数料を無料とし

ておりますので、株主様におかれましては、ご利用をお願い申し上げ
ます。

5ご不明な点がありましたら、上記株主名簿管理人または当社総務部
（092‒721‒3471）にお問い合わせください。


